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そしてディズニー原理主義で考えた場合、「一秒24コマの絵」で作るフルアニメが至上。そのルールに照らした場合、「電脳コイル」より「らき☆すた（ハルヒ）」の方が優れている。
ニョロニョロと滑らかに動く。つまりそれだけ動画枚数を多く使ってる。よりフルアニメに近い。よって「電脳コイル＜らき☆すた」となる。
コレに作画マニアは反論する。アニメは「アニメーターのスキル」こそが最も重要。「スキル＞作画枚数」、だから優れたアニメーターである磯光雄の手掛けた電脳コイルのほうが偉い。
じゃあ磯光雄がフルアニメにしたら？今の２コマ３コマ打ちの磯光雄より偉いの？より優れてるの？
＞フルアニメの磯光雄の方が優れている。 この場合、「リミテッドアニメという制約の中で独自の進化をした日本アニメのアイデンティティ」というのが無くなってしまう。「らき☆すた」には勝てるがファンタジアには負ける。
＞２、３コマ打ちのリミテッドの磯光雄の方が優れている。 質としては等価（磯光雄の原画）でより量のあるフルアニメよりもリミテッドアニメの方が優れてる、その理由を言語化する必要がある。
じゃあ、そのリミテッドで手に入れた価値とは何？ 例えば「フルアニメと同じ価値をリミテッド（より少ない動画枚数＝コスト）で作れるという『省エネ』の部分にある」ってこと？ソレだと新たな創作的価値を別に産み出してないよね。
そうでないのなら動きの質がディズニーとはどう違うの？


